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審査委員長賞

平山　利雄  氏
（七尾市）

「閑日〔１〕」

石川県知事賞北國新聞社賞

　
　

志
賀
町
の
美
し
い
自
然
や
生
活
な
ど
を
描
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芸
術
文
化
の
振
興
と
志
賀
町
の
再
発
見
を
願
っ
て

　
「
第
23
回
志
賀
町
を
描
く
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
る

23
回
目
を
迎
え
る
「
志
賀
町
を
描

く
美
術
展
」。
こ
の
美
術
展
は
、

絵
画
を
通
し
て
、
志
賀
町
の
美
し
い
自

然
を
は
じ
め
、風
景
、風
土
を
、美
し
く
、

力
強
く
、
魅
力
的
に
表
現
し
た
志
賀
町

の
発
見
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
美
術
展
で
は
２
２
５
点
の
作

品
が
出
品
さ
れ
、
11
月
20
日（
日
）に
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
は
大
賞
を
は
じ
め
、

41
人
の
入
賞
者
に
賞
状
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
20
日（
日
）か
ら
27
日（
日
）

ま
で
の
８
日
間
、
富
来
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
富
来
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
洋
画
や
日
本
画
な
ど
の
力
作
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
食

い
入
る
よ
う
に
作
品
を
見
つ
め
、
志
賀

町
の
普
段
目
に
す
る
風
景
と
は
違
う
魅

力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
館
長
の
山
口
繁

樹
さ
ん
は
、「
今
後
は
志
賀
町
の
風
景
、

風
土
に
つ
い
て
、
明
る
く
、
楽
し
い
、

元
気
な
絵
を
描
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な

鈴木　朴草  氏（志賀町）

東　洋  氏（金沢市）

「巌門」 「春待つ福浦灯台」
村上　有輝  氏（金沢市）

テレビ金沢賞

南部　寛  氏（白山市）
「猪鼻崎の展望」

金沢美術工芸大学長賞

「雪の日の水門」

志賀町商工会長賞

桶谷　紫乃  氏（金沢市）
「波音」

受　　　賞　　　作　　　品
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富来商工会長賞

志賀町を描く美術館長賞

石川県漁業協同組合西海支所運営委員長賞

特　選

能登の里山・里海賞

大橋　由紀恵  氏（金沢市）

高柳　惟  氏（金沢市）

谷　和弘  氏（能登町）

美
術
展
を
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

12
月
９
日（
金
）か
ら
13
日（
火
）の
５

日
間
、
石
川
県
立
美
術
館
第
８
・
９
展

示
室
で
金
沢
展（
入
場
料
無
料
）が
開
催

さ
れ
ま
す
。
富
来
展
の
作
品
を
見
て
い

な
い
人
は
、
ぜ
ひ
金
沢
展
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
志
賀
町
の
魅
力
に

つ
い
て
、
芸
術
を
と
お
し
て
堪
能
し
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

志賀農業協同組合長賞

毛藤　東紀男  氏（金沢市）
「明日への想い」

「弁天島の朝」「海の祭（富来）」

「海を望む」
北村　栄修  氏（能美市）

土田　郁子  氏
（七尾市）

「長田見竹神社萬燈祭」

「小さな大きな岩」

新発見賞

ジュニア賞

浅井　忠夫  氏（七尾市）
「福浦の港」

須磨　伊佐男  氏（志賀町）
「のとキリシマ」

受　　　賞　　　作　　　品

　

今
回
掲
載
し
た
作
品
は
、
数

あ
る
受
賞
作
品
の
中
か
ら
一
部
を

選
ん
で
掲
載
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
賞
受
賞

表　

昌 

光  

氏　
（
か
ほ
く
市
）

　

第
21
回
に
出
品
し
た
作
品
か
ら
コ

ロ
柿
を
テ
ー
マ
に
描
き
は
じ
め
ま
し

た
。
コ
ロ
柿
の
色
使
い
や
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
表
情
、
前
掛
け
を
丁
寧
に

描
き
ま
し
た
。

　

15
回
以
上
出
品
し
て
や
っ
と
大
賞

を
頂
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
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▼ 

自
主
防
災
組
織
と
は

　

地
域
住
民
が
協
力
・
連
携
し
、
災
害
か
ら
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
に
活
動
す
る
こ

と
を
目
的
に
結
成
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。
自
主
防
災

組
織
は
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
、
災
害
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、
住
民
が
連
携
を
取

り
、互
い
の
身
を
守
る
た
め
の
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼ 

共
助
＝
自
主
防
災
組
織

　

災
害
時
の
「
自
助
・
公
助
・
共
助
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
「
自
助
」と
は
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る 

こ
と
。「
公

助
」
と
は
、
公
共
の
防
災
機
関
、
例
え
ば
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
に
よ
る
災
害
時
の
救
助
活
動
で
す
。「
共
助
」

と
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

災
害
時
、｢

公
助｣

は
住
民
の
た
め
に
全
力
で
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
公
助
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、「
自
助
」

と
い
う
、
一
人
だ
け
の
力
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、｢

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る｣

、
地
域
の
人
々
の
ま
と
ま
っ
た
力
に
よ

る
「
共
助
＝
自
主
防
災
組
織｣ 

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
の｢

ま
と
ま
っ
た
力｣

は
、
た
だ
待
っ
て
い
る

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
の
意
思

と
協
力
で
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。

▼ 

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
行
政
機
関
や
防
災
機
関
が

全
力
で
防
災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
建
物
な
ど
の

倒
壊
や
津
波
に
よ
る
災
害
な
ど
で
、
防
災
機
関
が
現
場

に
た
ど
り
着
く
ま
で
時
間
を
要
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
た
ど
り
着
け
な
い
と
い
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
防
災
機
関
が
現

場
に
到
着
し
活
動
す
る
ま
で
の
間
、
被
害
の
拡
大
を
防

ぎ
、
周
囲
の
人
の
力
を
結
集
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
組
織

特集
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防災知識の普及・啓発

地域の危険箇所や防災上の問
題点を確認・改善

情報の収集・伝達
「いつ・どこで・だれが・どうして・どのよ

うに」の要領で情報を収集し、伝達する。

初期消火 防災機関が到着するまでの間
に初期消火を行う。

避難所の管理・運営 避難所の運営・管理、食糧・
水の調達、炊き出し

地域内の安全点検

防災マップの作成・防災講習
会の開催など平常時

災害時

救出・救助 応急手当や心肺蘇生法などを
習得しておく。

防災訓練 初期消火訓練、避難誘導訓練、
救出・救護訓練など

避難誘導 タンカやリヤカーなどを備え
ておく。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

（図１）

自主防災組織の
結成手順（例）

町内会や自治会単位など
で、自主防災組織の結成に
ついて話し合う。

町内会や自治会の総会で、
自主防災組織の結成案を議
題とし、討議・可決する。

規約、組織（役員や班体制）、
活動計画を作成する。

自主防災組織の設立届出を
する。（志賀町の場合は生活安
全課に提出）

自主防災組織の活動を開始
する。

危
険
な
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
隣
近
所
の
人
た
ち
が
互

い
に
協
力
し
合
い
、
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

▼ 

自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

平
常
時
は
、
地
域
の
危
険
性
や
家
庭
内
で
の
安
全
点

検
お
よ
び
各
種
の
防
災
訓
練
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

大
規
模
な
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
る
た
め
の
活

動
を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
人
命
を
守
り
、
災
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
必
要
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
の
主
な
活
動
は
（
図
１
）
の
と
お
り
で
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
が
初
期
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼ 

自
主
防
災
組
織
の
結
成

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
理
的
条
件
、
生
活
環
境
な
ど

か
ら
見
て
、
地
域
と
し
て
一
体
性
を
有
す
る
大
き
さ
が

最
も
効
果
的
に
活
動
で
き
る
規
模
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
多
く
は
、
町
内
会

や
自
治
会
ご
と
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

志賀町が発行する
自主防災組織認定証

防災資機材などの備蓄
　自主防災組織が情報収集・伝達、初期消火、救出・救護、避難誘導、給食・給水などの役割を果たすためには、必要な資
機材などを備えておかなければなりません。

担架

スコップ

ブルーシート

ハンド型
メガホン

発電機

投光器

毛布

トランシーバー

かけや

バケツ

・救急セット　　・油圧ジャッキ
・リヤカー　　　・簡易式トイレ
・ヘルメット　　・消火器
・土のう袋　　　・小型動力ポンプ
・防塵マスク　　・シャベル
・ツルハシ　　　・ロープ
・バール　　　　・はしご
・大工道具（のこぎり、かなづちなど）
・なた　　　　　・ペンチ
・ロープ　　　　・チェーンソー
・ハンマー　　　・テント　
・炊事用具

その他

自主防災組織に必要とされる主な防災資機材の例

　上記はあくまでも一例ですので、地域の実情や組織の構成に合わせて、どのようなものを備えるかは検
討する必要があります。

コードリール
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「
防
災
士
」
と
い
う
資
格
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

防
災
士
と
は
、
平
常
時
に
お
い
て
は
地
域

の
防
災
意
識
の
啓
発
、
防
災
力
の
向
上
に
努

め
、
災
害
発
生
時
に
は
行
政
機
関
や
防
災
機

関
な
ど
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
被
害
拡
大

の
軽
減
や
被
災
者
支
援
の
活
動
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
行
う
人
で
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
日
本
防
災
士
機

構
」
の
認
定
す
る
民
間
資
格
で
、
平
成
15
年

に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
賀
町
で
は
19
人
の
防
災
士
が
い
ま
す
。

（
平
成
23
年
11
月
17
日
現
在
）

　
「
防
災
士
」
資
格
取
得
の
流
れ

わたしたちのまちの「自主防災組織」

　

日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た
研
修

　

機
関
へ
申
し
込
み

◀

　

防
災
士
教
本
で
防
災
士
養
成
科
目
を

　

履
修
し
、
履
修
証
明
書
を
取
得

◀

　

防
災
士
資
格
取
得
試
験
の
受
験

◀

　

防
災
士
資
格
取
得
試
験
の
合
格

高浜６区長

升田　勝 さん
防災士（平成 22 年８月 23 日取得）

　防災士を取得し、自らがリーダーと　　　　なり活動している２人に、自主防災組織

の中での防災活動などについて追った。

志
賀
町
で
自
主
防
災
第
１
号
の
認
定

を
受
け
た
高
浜
６
区
防
災
会
。
発

足
の
き
っ
か
け
は
、
過
疎
化
と
高
齢
化
が

進
む
今
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

作
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考

え
た
と
き
、
防
災
セ
ミ
ナ
ー
や
防
災
を

テ
ー
マ
と
し
た
県
政
出
前
講
座
を
区
民
数

十
人
で
受
講
し
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
、
高
浜
６
区
防

災
会
が
発
足
し
た
。

　

高
浜
６
区
防
災
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
６
月
に
行
っ
た

避
難
誘
導
訓
練
で
は
、
区
内
の
道
路
が
狭

い
た
め
、
地
震
発
生
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

倒
壊
し
細
い
道
は
通
行
で
き
な
い
想
定
の

も
と
、
遠
回
り
で
も
安
全
な
道
を
選
ん
で

避
難
す
る
と
い
っ
た
訓
練
を
行
っ
た
。
ま

た
、
津
波
が
発
生
し
、
避
難
先
が
高
浜
小

学
校
（
海
抜
14
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
た
場

合
を
想
定
し
、
升
田
さ
ん
自
身
が
歩
い
て

移
動
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
か

高浜６区防災会

千鳥ケ浜集会場に隣接する防災倉庫
内にはリヤカーが収納されている。

実
践
し
て
み
た
と
い
う
。し
か
し
、「
実
際
、

避
難
者
の
中
に
は
高
齢
者
も
い
る
こ
と
か

ら
時
間
は
ま
だ
ま
だ
か
か
る
だ
ろ
う
」
と

升
田
区
長
。「
今
後
は
、
高
齢
者
な
ど
の

避
難
手
段
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
い
」
と
話
し
た
。

　

防
災
意
識
の
啓
蒙
活
動
で
は
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
区
民
の
安
否
や
救
出
、

避
難
所
運
営
な
ど
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
４
月
に
家
族
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
家

族
状
況
調
査
は
、
随
時
更
新
す
る
予
定
で

次
回
の
調
査
で
は
、
常
備
薬
を
服
用
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
項
目
も
含
め
て
調
査
す

る
予
定
だ
。
常
備
薬
を
服
用
し
て
い
る
場

合
、
薬
局
か
ら
発
行
さ
れ
る
薬
の
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
る
紙
も
、
避
難
グ
ッ
ズ
と

一
緒
に
備
え
て
お
く
こ
と
を
周
知
す
る
予

定
だ
と
い
う
。

　

７
月
に
は
、
ホ
ー
ス
格
納
箱
を
２
個
増

設
。
そ
の
際
、
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
横
に
防

災
箱
３
個
を
設
置
し
た
。
ホ
ー
ス
格
納
箱

に
は
消
火
器
が
配
備
さ
れ
、
防
災
箱
は

黄
色
に
塗
ら
れ
、
バ
ー
ル
・
ノ
コ
ギ
リ
・

ジ
ャ
ッ
キ
・
ロ
ー
プ
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
防
災
箱
は
も
ち
ろ
ん
鍵
が
か
か
っ
て

い
な
い
が
、
簡
単
に
開
け
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
て
あ
る
た
め
、
開
け
方
の
講
習
会
も

消
火
栓
連
結
操
作
講
習
と
同
時
に
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
高
浜
６
区
か
ら
避
難
所
ま

で
の
等
高
線
お
よ
び
消
火
栓
の
位
置
が
把

握
で
き
る
防
災
マ
ッ
プ
や
高
浜
６
区
地
区

内
除
雪
対
象
道
路
図
も
備
え
る
。

　

今
後
の
高
浜
６
区
防
災
会
と
し
て
の
活

防災士とは、「防災についての意識と知識と技能　　　のすべてが必要。防災について絶えず意識することによって知識や技能が養われる。」

　石川県では自主防災組織リーダー（防災士）育成講座を毎年開催　　　しています。
　自主防災組織の結成を予定している地区の区長または代表者の人　　　は生活安全課まで相談してください。（受講費は石川県と志賀町が負担）

動
予
定
は
、
要

援
護
者
マ
ッ
プ

の
作
成
、
減
災

の
啓
蒙
活
動
と

し
て
防
災
に
関

す
る
資
料
な
ど
を
随
時
作
成
し
各
世
帯

へ
配
布
す
る
。
ま
た
、
毎
月
第
一
日
曜

日
を
高
浜
６
区
の
「
防
災
の
日
」
と
し

て
、
消
火
設
備
な
ど
の
防
災
器
具
の
点

検
な
ど
を
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　

区
民
に
対
し
て
防
災
意
識
の
向
上
、

独
自
の
防
災
手
段
で
防
災
活
動
を
行
っ

て
い
る
高
浜
６
区
自
主
防
災
会
。
升
田

区
長
は
「
今
後
は
、
町
内
に
も
自
主
防

災
組
織
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
そ
し
て
、
自
主
防
災
組
織

同
士
で
発
表
会
を
行
い
お
互
い
の
防
災

活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
互
い
の
組
織
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」と
話
し
た
。

広報しか 6
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地区名 防災組織名 結成日

高浜６区 高浜６区防災会 平成22年11月３日

西海風戸 西海風戸自主防災組織 平成23年10月16日

鹿　　頭 鹿頭区自主防災隊 平成23年１月１日

笹　　波 笹波区自主防災隊 平成23年４月１日

志賀町の自主防災組織認定団体

（平成23年11月17日現在）

わたしたちのまちの「自主防災組織」

◀

　

消
防
署
な
ど
の
公
的
機
関
が
行
う
救
急

　

救
命
講
習
を
受
講
し
修
了
証
を
取
得

◀

　

日
本
防
災
士
機
構
に
対
し
て
防
災
士

　

資
格
認
証
登
録
申
請◀

　

防
災
士
資
格
認
証
登
録

　

(

認
証
状
・
防
災
士
証
の
交
付)

鹿頭区長　田中　瑞穂 さん

防災士（平成 22 年８月 23 日取得）

　防災士を取得し、自らがリーダーと　　　　なり活動している２人に、自主防災組織

の中での防災活動などについて追った。

鹿
頭
区
長
が
平
成
22
年
８
月
、
防
災

士
の
認
証
を
受
け
、
鹿
頭
区
に
お

け
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
が
加
速
さ
れ

た
。
も
と
も
と
鹿
頭
区
の
中
に
は
簡
易
に

構
成
さ
れ
た
防
災
組
織
が
存
在
し
て
い

た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
防
災
組
織
を
見

直
し
て
、
機
能
的
に
動
け
る
よ
う
な
体
制

を
作
る
た
め
、
町
か
ら
自
主
防
災
組
織
の

認
定
を
受
け
「
鹿
頭
区
自
主
防
災
隊
」
が

誕
生
し
た
。

　

発
足
式
は
平
成
23
年
３
月
12
日
。
東
北

か
ら
関
東
に
か
け
て
の
東
日
本
一
帯
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
発
生
の
翌
日
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
発
足
式
に
よ
っ
て
、
区
民
の
防
災

に
対
す
る
意
識
が
一
段
と
高
ま
っ
た
。

鹿頭区自主防災隊

　

自
主
防
災
組
織
結
成
後
は
、
心
肺
蘇
生

実
習
、
初
期
消
火
訓
練
を
行
っ
た
。

　

鹿
頭
区
自
主
防
災
隊
に
は
、
災
害
発
生

時
に
情
報
を
い
ち
早
く
収
集
し
区
長
な
ど

に
報
告
す
る
「
情
報
班
」、
火
災
発
生
時

に
初
期
消
火
活
動
を
行
う
「
消
火
班
」、

災
害
時
は
炊
き
出
し
を
行
い
、
平
常
時
は

備
蓄
の
啓
蒙
な
ど
を
す
る
「
給
食
給
水

班
」、
避
難
場
所
の
提
案
を
行
い
災
害
時

に
は
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど
を
行
う
「
避

難
誘
導
班
」、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
の
状
況
を
把
握
し
、
災
害
時
に
は

救
出
救
護
に
あ
た
る
「
救
出
救
護
班
」、

鹿
頭
区
に
は
８
つ
の
た
め
池
が
あ
り
そ
の

た
め
池
の
管
理
を
す
る
な
ど
の
「
水
防

班
」
の
６
つ
の
班
を
編
成
し
、
各
班
で
活

動
内
容
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て

い
る
。

　

約
１
３
０
世
帯
、
２
９
０
人
余
り

が
住
ん
で
い
る
鹿
頭
地
区
は
、
高
齢

化
率
が
高
く
高
齢
者
世
帯
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
災
害
時
、
単
独
で
の
避

難
が
困
難
な
人
を
把
握
す
る
、「
援

護
者
名
簿
」
を
作
成
。
災
害
時
に
必

要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る「
は
し
ご
、

バ
ー
ル
、
の
こ
ぎ
り
、
ハ
ン
マ
ー
な

ど
」
こ
れ
ら
の
資
機
材
が
調
達
で
き

な
い
場
合
、
組
織
が
世
帯
か
ら
借
り

上
げ
る
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
く
、「
防
災
資
機
材
借
り
上
げ
名

簿
」
を
作
成
し
、
区
民
に
配
布
し
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
た
め
池
決
壊

時
の
避
難
先
を
示
し
た
「
た
め
池
災

鹿頭区自主防災隊の防災倉庫
（西浦コミュニティセンター横）

ため池災害避難マップ

防災士とは、「防災についての意識と知識と技能　　　のすべてが必要。防災について絶えず意識することによって知識や技能が養われる。」

　石川県では自主防災組織リーダー（防災士）育成講座を毎年開催　　　しています。
　自主防災組織の結成を予定している地区の区長または代表者の人　　　は生活安全課まで相談してください。（受講費は石川県と志賀町が負担）

害
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
、
田
中
区
長
は
「
も
ち
ろ
ん
、
平
常

時
の
防
災
に
関
す
る
訓
練
や
、
災
害
時

の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
も
必
要
だ
」

と
話
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
み
高

齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
の
地
域

に
つ
い
て
現
在
の
民
生
委
員
だ
け
の
対

応
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。「
民
生
委
員
が
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
を
訪
問
し
現
況
の
確
認
を
行
っ

た
り
、
冬
季
に
は
家
の
前
の
除
雪
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
今
後
は
自
主

防
災
組
織
や
区
が
高
齢
化
に
対
応
す
る

た
め
協
力
し
合
う
体
制
の
確
立
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。」
と
共
助
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
考

え
だ
と
い
う
。
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　平成６年から４年間、石川県医師会理事。平成10年から４年間、

羽咋郡市医師会会長、石川県医師会代議員を歴任し、平成14年

からは県医師会副会長、日本医師会代議員として日本医師会へ

数々の提言を行ってきました。

　県民フォーラム「健康について、みんなで語ろう会」を計8回開

催し、寸劇やクイズなどを通じて、難解な医療問題をできるだけ

解りやすく、ユーモラスに表現することで石川県民に理解を深め

てもらうことに努めました。

　31年にわたり加藤病院長として地域医療の向上に貢献してきた加藤さんは「これからも体力が続く限り、地域医療に

じっくりと腰を据えてやれるだけやる」と力強く話しました。

　昭和38年から31年間に渡って消防団員として活動した中林さん

は、昭和55年に富来町消防団第一分団長に、昭和60年に富来町消

防団団長として、地域の防災に尽くしてきました。在職時には、当

時、被害をもたらした台風の大雨による復旧作業や、ときには羽咋

市などに大規模火災が発生すると応援に駆けつけていました。

　今回の受章について中林さんは「まわりの人の支えのおかげでた

だただ感謝するのみです」と喜び、「今後も、町民の安心安全のため

に協力していきたい」と話しました。

瑞宝単光章

中
なかばやし

林　俊
と し お

雄 さん（73 歳）
－富来地頭町－

　志賀町食生活改善推進協議会の会員数は約 110 人で、地域の子どもか
ら高齢者まで全世帯を対象に食生活改善に取り組み、各地区活動では伝承
料理の普及や正しい食習慣を身につけるための活動を実施してきました。
　会長の藤彦紀子さんは「これまで支えてくれた会員の皆さんに感謝して
います。これからも身近なところから食の大切さを普及させていきたい」
と話しました。

栄養関係功労者厚生労働大臣表彰

栄養関係功労者厚生労働大臣表彰に志賀町食生活改善推進協議会が選ばれ、

10月14日（金）に旭川市で開かれた全国食生活改善大会で表彰されました。

小泉町長に喜びを報告する藤彦紀子会長（中央）と山本洋子前会長（右）▶

秋 の 叙勲 平成23年秋の叙勲で、志賀町から加藤義博さん（高浜町）と

中林俊雄さん（富来地頭町）の２人が受章しました。

旭日双光章

加
か と う

藤　義
よしひろ

博 さん（71 歳）
－高浜町－

表 彰
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12 月４日日から 10日土は、人権週間です！

　皆さんが住んでいる近くの人権擁護委員は、日常生活における国民の基
本的人権が侵害されないように絶えず監視し、もし、侵害があった場合に
は、適切に措置を講ずることによって救済を図り、また、自由人権思想の
普及高揚に努めています。
　下記の法務局または支局においても人権擁護委員が相談を受ける「人権
常設相談所」を設置しています。
　相談は無料で、困ったことや、悩み事を持っている人は、遠慮なく法務
局あるいは人権擁護委員に相談してください。

＊志賀町の人権擁護委員は次の人たちです。
（志賀地区）　能登　正人（上棚）　　　　　　金谷由紀枝（高浜町）

　　　　　　盛本　浩吉（代田）　　　　　　障子口文雄（牛ヶ首）

　　　　　　山崎　豊治（倉垣）　　　　　　三津　幸子（大島）

（富来地区）　大野　　堯（西海風無）　　　　三沖　　博（日下田）

　　　　　　前田　正子（中浜）　　　　　　村上　栄子（富来領家町）

（人権常設相談所）
金沢地方法務局七尾支局　　0767-53-1721　　金沢地方法務局人権擁護課　　076-231-1247

女性の人権ホットライン　　0570-070-810　　子ども人権 110 番　　　　　　0120-007-110

○  女性の人権を守ろう ○  刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

○  子どもの人権を守ろう ○  犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

○  高齢者を大切にする心を育てよう ○  インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

○  障がいのある人の完全参加と平等を実現しよう ○  性的指向を理由とする差別をなくそう

○  部落差別をなくそう ○  ホームレスに対する偏見をなくそう

○  アイヌの人々に対する理解を深めよう ○  性同一性障害を理由とする差別をなくそう

○  外国人の人権を尊重しよう ○  北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

○  ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対する　  
　  偏見をなくそう

○  人身取引をなくそう

人権に関する相談は、毎月総合相談（無料）にあわせて開催しています。

人権週間相談日　　平成 23 年 12 月 9 日 ( 金 )　10 時から 15 時まで

相　談　会　場　　志賀町文化ホール２階　　富来行政センター２階

　昭和 23年 12月 10日の国際連合総会で、「世界人権宣言」が採択されたことを記念して、12月４日から 10
日をわが国では、「人権週間」と定め、広く国民に人権の意義を訴えるとともに人権意識の高揚を図るための各種
啓発事業を全国で実施しています。
　今年も、人権週間における強調事項を次の 16項目に定め、啓発活動を展開しています。
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　町職員の給与は、国家公務員や民間企業とのバランスを考慮して給与条例などで定められていま
す。その内容や人事行政の運営の状況、取り組みについて、より公平性と透明性を高めるため、広
く町民の皆さんにお知らせします。

（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況

平成 22 年 平成 21 年
8.2 日 8.4 日

年次有給休暇は1年につき20日付与されます。残日数は20日を限
度として翌年に繰り越すことができます。

（３）　育児休業・部分休業、育児短時間勤務の状況
（平成22年度）

区　分 育児休業 部分休業 短時間勤務
男　性 0 人 0 人 0 人
女　性 7 人 1 人 0 人

計 7 人 1 人 0 人

　職員は 3 歳に満たない子を養育するため、町長などの承認を受
けて、3 歳に達する日まで育児休業を取得することができます。
　職員は小学校の就学の始期に達するまでの子を養育するため、町
長などの承認を受けて、部分休業の取得や当該職員が希望する日お
よび時間において勤務できる育児短時間勤務をすることができま
す。

６　勤務時間そのほか勤務条件
（１）勤務時間の概要（窓口業務職員、一部施設勤務職員を除く）

（平成23年4月1日現在）

開 始 時 刻 午前 8 時 30 分
休 憩 時 間 正午～午後 1 時
終 了 時 刻 午後 5 時 15 分
1 週間の勤務時間 38 時間 45 分
勤務を要しない日 土曜日・日曜日

７　分限・懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況

区分 降任 免職 休職 降給
平成22年度 0人 0人 6人 0人
平成21年度 0人 0人 2人 0人

　分限処分は、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合など、
職責を充分に果たせないなどの一定の事由がある場合、その職員に
対して行われる処分です。

（２）懲戒処分の状況

区分 戒告 減給 停職 免職
平成22年度 0人 0人 0人 0人
平成21年度 0人 0人 0人 0人

　懲戒処分は、職員に非違行為があった場合や職務を怠った場合、
非行があった場合になされる処分です。

８　公務災害などの状況
区　分 公務災害 通勤災害 計

平成22年度 1件 0件 1件
平成21年度 1件 0件 1件

　職員が公務災害、通勤災害を受けた場合に、受けた
災害に対する補償を迅速かつ公正に行い、併せて社会
復帰の促進、職員およびその遺族の援護を行う制度で
す。

９　職員の健康診断など受診の状況

区　分
受診者

平成22年度 平成21年度

定期健康診断 363人 376人
胃 部 検 診 118人 122人
大腸がん検診 146人 148人
肺 が ん 検 診 132人 128人

　職員の福祉の増進と行政能率の向上を図るため、労働安全
衛生法および志賀町職員安全衛生管理規程に基づき健康診断
を実施し、職員の健康管理を図っています。

10　研修の状況
（１）町研修会・講習会

（平成22年度）

研修会名 開催回数 受講者数
人事考課評価研修 2回 83人
新規採用職員研修 1回 4人
法 制 執 務 研 修 1回 29人
原子力共通基礎講座 2回 11人

合　　計 6回 127人

（２）派遣研修
（平成22年度）

研修区分 期　　間 受講者数
石 川 県 1年間 1人
石川県市町村職員研修所 1日～ 4日 63人
市 町 村 職 員 中 央 研 修 所 10日間 1人
そ の 他 研 修 機 関 1日～ 3日間 8人
羽 咋 郡 市 会 1回 18人

合　　　計 ― 91人

　職員の勤務能率・資質の向上のため、各種研修会の開催、
職員研修所などへの派遣を実施しています。

お問い合わせ先　総務課　☎ 32-9311
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町職員の給与などを公表します

（２）職員給与費（平成 22 年度普通会計決算）

職員数
Ａ

給　与　費 一人当た
り給与費

B/A給　料 職員手当
期末・勤勉

手当
計　Ｂ

人 千円 千円 千円 千円 千円
284 1,023,750 98,185 357,330 1,479,265 5,209 

※１　職員手当には、退職手当は含まれていません。

※２　町長、副町長、議員などの特別職の給料、報酬などは含まれてい
ません。

※３　職員数は、平成22年4月1日現在の人数です。

（２）職員の初任給の状況

【一般行政職・技能職】　　（平成23年4月1日現在）

区　　　分 一般行政職 技能職
大　学　卒 156,752 円 ―
高　校　卒 135,897 円 133,084 円
中　学　卒 ― 125,324 円

※　給与抑制措置後（△ 3%）です。

( ２)　定員管理の数値目標（全会計）
平成22年４月１日～平成27年４月１日における
定員管理の数値目標

平成22年4月1日 平成27年4月1日
純減数 純減率

職員数 職員数
377人 339人 38人 △10.1％

1　総　括
（１）人件費（平成 22 年度普通会計決算）

人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率
（22 年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ

人 千円 千円 千円 ％
23,306 14,801,112 74,132 2,465,976 16.7

※１　人件費には、一般職の職員の給料や職員手当のほか、町長、副町長、

議員など特別職に属する職員の給料や報酬などを含みます。

※２　人口は、平成23年3月31日現在の住民基本台帳に基づいて記載し
ています。

２　職員の平均給料月額、初任給
（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

【一般行政職・技能労務職】　　　　　　　（平成23年4月１日現在）

区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 44.3 歳 307,400 円 390,100 円
技能労務職 47.5 歳 243,300 円 261,100 円

※１　給料月額は給与抑制措置後（△３％）のものです。

※２　「平均給料月額」とは一般行政職および技能労務職の職員の基本給
（給料月額）の平均です。

※３　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものの平均です。

３　期末・勤勉手当
期末手当・勤勉手当（平成22年度支給割合）

区　　分 支給割合 加算措置

期末手当 2.60 月分 職制上の段階、職務
の級などによる加算

　・役職加算
5％～ 15％勤勉手当 1.35 月分

※勤勉手当の支給割合は成績率ごとに異なります。
　記載している支給割合は、平成22年度における平均支

給割合です。

４　特別職の報酬
特別職のうち町長、副町長、議会議員の給料、
報酬、期末手当　　　　　　　（平成 23 年 4 月１日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　　長 756,000 円

6月期　1.40月分

12月期　1.50月分

　　 計　2.90月分
（平成22年度支給割合）

副　町　長 593,750 円
議　　長 284,000 円
副　議　長 244,000 円
議会議員 230,000 円

※１　町長（△ 10%）、副町長（△５%）ついては給与抑
　　　制措置後です。
※２　議長、副議長および議会議員については 6 月 1 日
　　　から減額改定しました。

５　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

部　　門 平成23年A 平成22年B 増減数A-Ｂ
一般行政部門 230人 246人 △16人

教育部門 38人 39人 △１１人
公営企業会計など 90人 90人 △１０人

合計 358人 375人 △17人

※教育長を含みます。

【主な増減理由】
・組織機構の改革および事務事業の見直しに伴う減
・退職者の不補充による減
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　昔なつかしいアコーディオンを使い自然や環境の大切
さを、歌や演奏を通じてわかりやすく解説する講演会が、
10月28日（金）に富来小学校で開催され、児童たちは自然
や環境の大切さを学びました。
　富来林業研究会が子供たちに緑の大切さを学ぶようにと
企画し、神戸市在住でアコーディオン奏者の米村博実さん
を講師として招きました。
　米村さんはアコーディオンで「森のくまさん」「ピクニッ
ク」などを弾きながら歌い、自然の大切さを教えました。

　11月6日（日）に稗造コミュニティセンターで、志賀町消
防団と志賀消防署の火災予防合同訓練が行われました。
　訓練は、コミュニティセンターから出火し、強風に煽

あお

ら
れ隣接する施設に延焼する恐れがあるとの想定で行われ、
ポンプ車両11台が出動し、参加した団員と署員は迅速な
連携で放水作業をしました。終了後は、小泉町長、桜井俊
一志賀町議会議長、川田一久志賀町消防団長が順に講評し
ました。また、消防団によるパレードで火災予防を町内に
啓発しました。

　10月16日（日）に行われた第18回石川県相撲選手権大会と全日本小学生相撲優勝大会第14回北信越大会で、上位入賞を
果たした志賀町相撲教室の選手たちが10月21日（金）に役場を訪れ、小泉町長に結果を報告しました。
　石川県相撲選手権の小学生団体の部では初優勝を飾り、個人の部においても高学年で干場伸介君（富来小）、女子５年
で道辻あいみさん（土田小）、女子４年生以下で落合美優（富来小）さんが優勝しました。また、全日本小学生相撲優勝者
大会北信越大会において、６年生の部で干場伸介君が２位、谷場凌太君（志加浦小）が３位、５年生の部で赤芝龍洋君（高
浜小）が２位、４年生以下の部で奥田琢朗君（富来小）が３位に入り、12月４日（日）に両国国技館で開かれる全日本小学生
相撲優勝大会に出場し、活躍が期待されます。
　小泉町長は「結果に満足せずさらに上を目指して練習しがんばってください」と激励しました。

米村さんのアコーディオン演奏を楽しむ児童たち

訓練での放水作業

上位入賞した志賀相撲教室のみなさん 全日本小学生相撲優勝大会に向けて練習にも熱が入る

歌とおしゃべりで環境教育

消したかな  決めつけないで  もう一度

石川県相撲選手権団体の部で初優勝、個人は全国大会出場へ

アコーディオンで講演会

秋の火災防御訓練

志賀相撲教室の選手たちの活躍
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　県内産の魚を学校給食で使う「石川のおさかな給食事業」
が11月10日（木）に町内の小中学校で行われました。
　富来小学校では、１年生から３年生までの約120人の児
童がランチルームで県水産総合センターの鮎川典明普及指
導課長からシイラについて説明を受けたあと、富来漁港沖
でとれたシイラの南蛮風味を味わいました。鮎川課長は「人
気のない魚ですが、実際はおいしい魚ですよ」と話し、親
しんでもらおうと玄関に２匹のシイラが展示され、給食が
終わったあと児童たちは魚と触れ合っていました。

　11月７日（月）に旧富来不燃物埋立場の一画で、富来林
業研究会と志賀高校総合学科１年生の33人が地域学の一
環として、クヌギなどの苗木約40本を植樹しました。
　獣害の予防と森林の保全を目的に行われ、生徒たちは会
員から植え方を教わりながら、１本１本丁寧に植樹し、植
えた木に自分の名前を書いた札を取り付けました。
　富来林業研究会会員は、「今日植えた木は大事に手入れ
をしたい。今回の植樹は初めての試みで、今後も森林に対
する親しみを子どもたちに伝えていきたい」と話しました。

　11月12日（土）に第27回加能作次郎文学賞表彰式が行わ
れました。この文学賞は昭和60年に生誕百年祭が行われ、
記念事業の一つとしてこの文学賞が生まれました。
　中学生の部の文学賞に、羽咋市立邑知中学校２年の永長
麻依さんの「私は、今、生きている」が受賞し、「加能作文
によって本当の自分を見つけることができました」と受賞
者を代表して謝辞を述べました。佳作には、志賀中学校３
年の横谷祐貴子さんの「大切な心の支え」、富来中学校３年
の笠原みのりさんの「海外旅行研修」が受賞しました。

　11月15日に100歳を迎えた高浜町の矢萩ミカさんに小泉
町長から祝い状と花束などが贈られました。
　ミカさんは明治44年11月15日生まれで、若いころは畑
仕事や家事をしながら５男１女を育てました。長男の重光
さんは「やさしい母で、今まで大きな病気をしたことがな
く、歯も丈夫なのが長生きの秘訣では」と話していました。
　小泉町長は「町内、県内最高齢を目指してこれまで以上
に元気に長生きしてください」と祝福し、ミカさんはたく
さんの人に祝ってもらい喜んでいました。

しいらの南蛮風味を味わう児童

クヌギの苗木を植える生徒

加能作次郎文学賞を受賞した皆さん（文学碑前）

矢萩ミカさんに祝い状が手渡されました

地元の魚を食べて、地産地消

志賀高生が森林の大切さに親しむ

第二、第三の作次郎が生まれるように

100 歳おめでとうございます

石川のおさかな給食

クヌギ・ミカン・ゆずを植樹

文学に親しみ、日ごろの思いを作品

いつまでもお元気で
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主な公共施設などの 「年末年始」 休業のご案内です
施設区分 施設名など 所在地 休業・休館の期間 特記事項、平常時の休業など

行 政

志 賀 町 役 場 本 庁 舎 末　吉 12月29日～ 1月3日
（用事のある人は夜間受付

口からお入りください）

年末年始の期間中は戸籍の届出（出生・死
亡・婚姻など）の受領は行います
住民課窓口延長期間は下記のとおりです富 来 支 所 富来領家町

土田郵便局での住民票・印鑑証明書の事務取り扱いは12月29日～ 1月3日までお休みとなります

医 療 保 健

福 祉 施 設

志 賀 ク リ ニ ッ ク

高浜町

12月29日～ 1月3日デ イ ケ ア セ ン タ ー
保 健 福 祉 セ ン タ ー
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 12月31日～ 1月3日

シ ョ ー ト ス テ イ 無　休

富 来 病 院 富来地頭町 12月29日～ 1月3日

シ ル バ ー ハ ウ ス 代　田
12月28日～ 1月4日 毎週月曜日休館

や す ら ぎ 荘 福　井

と ぎ 地 域 福 祉 セ ン タ ー

酒　見

12月28日～ 1月4日 毎週水曜日休館

と ぎ 温 泉 セ ン タ ー １月２日

12月29日、30日、1月1日、3日は
13時～ 17時まで営業します
12月31日は10時～ 19時まで営業します
毎週月曜日休館

観 光 施 設

ア ク ア パ ー ク シ・ オ ン
末　吉

無　休
12月31日～ 1月2日は24時間営業します

（ただし5時~7時まで風呂掃除）
プールは10時~17時までの営業

道 の 駅　 旬 菜 館 12月30日～ 1月4日 毎週火曜日休館

シ ー サ イ ド ヴ ィ ラ 渤 海
富来領家町

無　休
道 の 駅　 と ぎ 海 街 道 12月29日～１月3日は９時～ 17時までの営業

富 来 サ イ ク リ ン グ タ ー ミ ナ ル 里本江

能 登 リ ゾ ー ト エ リ ア 増 穂 浦 相　神 予約受付は1月4日から行います

花 の ミ ュ ー ジ ア ム　 フ ロ ー リ ィ 赤　住 12月1日～ 3月19日 冬季休館中です

子 育 て、

教 育 施 設

児 童 館・ 各 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 12月29日～ 1月3日
文 化 ホ ー ル 高浜町 12月28日～ 1月3日

富 来 活 性 化 セ ン タ ー 富来領家町 12月29日～ 1月3日

図 書 館 高浜町
12月28日～ 1月4日 毎週月曜日休館

富 来 図 書 館 富来領家町

ス ポ ー ツ

施 設

総 合 体 育 館・ 総 合 武 道 館
弓 道 場・ 陸 上 競 技 場

町
12月26日～ 1月4日 毎週月曜日休館

多 目 的 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 矢蔵谷

高 浜 体 育 館 高浜町 12月21日～ 1月9日

富 来 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー 里本江 12月26日～ 1月4日 毎週月曜日休館

稗 造 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 大　西 12月27日～ 1月4日

富 来 B&G 海 洋 セ ン タ ー 富来領家町 12月29日～ 1月4日 毎週月曜日休館

そ の 他

施 設

ご み 収 集
12月31日～ 1月3日

羽咋ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰおよび衛生ｾﾝﾀｰの

受け入れは12月30日正午までです衛 生 セ ン タ ー
志 賀 斎 場・ 羽 咋 斎 場 1月1日

主な公共施設などの 「年末年始」 休業のご案内です

窓口延長業務日時 戸籍住民窓口取扱業務

12月29日

9時~12時30分

住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明・所得証明などの発行業務
（注意）

　●窓口延長業務は、役場本庁舎の住民課窓口での取り扱いとなります。
　　諸証明発行業務で一部取り扱いできない業務もありますので、事前に電話などで
　　確認の上、窓口にお越しください。　住民課　窓口担当　☎ 32-9121

12月30日
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◆年末の窓口延長業務のお知らせ◆



広報しか 15

志賀町ケーブルテレビなどについての
アンケート調査結果報告

最終回

　志賀町のケーブルテレビ事業は、開局以来３周年を迎えました。これまで、行

政情報や各種イベント、地域の話題などを取り上げ「しかチャンネル」で放送し

てきました。また、防災行政放送端末（ＩＰ端末）を通し町内無料電話や高速イ

ンターネット環境も利用いただいています。町民の情報化の現状とニーズを把握

し、今後の事業展開の参考とするためアンケートを実施しました。

　その調査結果について、３回にわたり概要を報告します。今回は最終回です。

対　　　象　全世帯の約１割の（各地区ごと）
　　　　　　世帯を無作為抽出
対象世帯数　800 世帯

回答数　312 世帯
回答率　38.8％

アンケート方法

「広報しか」で取り上げてほしい記事や特集があれば記入してください
４

３ １町の行政情報をどのような方法で、
収集されていますか（複数回答可）

広報しかを「より魅力ある広報紙」
にするための方策を伺います

　・今の広報に満足しており、毎月楽しみにしています。
　・議会だよりを廃止して、広報しかに議会欄を取り組めば良い。経費節約を推進してほしい。
　・最初よりだんだんと内容が、良くなってきました。今後の内容に期待します。
　・何月何日にこんな行事、例えば祭りがありますとか、そんなお知らせがあれば便利です。
　・広報の性格からして、現在の形が良いのかわかりませんが、お知らせ情報ばかりで夢がないように思う。
　・町長談話室には主にどの様な要望等があるのか、皆が納得するような良い話があれば知りたい。
　・町長談話室の結果が知りたいです。
　・地域、地区でのイベントの紹介（小さくてもよい）
　・志賀町の「匠」特集。地元に住んでいる人がもっと活躍できるような場所の提供、その個人がページに載る事
　　により町の活性化のきっかけ作りになるのではないか。

・・・などの意見が寄せられました。

　アンケート実施につきまして、多くの方々からの貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。
　皆さまからお寄せいただいた貴重な意見・要望をもとに、今後のケーブルテレビ事業、広報紙発行業務について検
討を行うとともに、今後の事業展開に生かしていきたいと思います。住民の皆さまにとって身近なケーブルテレビ、
広報紙として魅力ある情報を発信していきますので、今後ともよろしくお願いします。
　なお、「広報しか 10 月号」から報告してきたアンケート結果については、今回が最終回となります。まとめたものは、
今後志賀町ホームページにも掲載する予定ですので、そちらもご覧ください。

問情報推進課　☎ 32-9261

２「広報しか」を読んでいますか
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今年度の降雪時期を迎えるにあたり、除雪作業の円滑
な実施のために町民皆さんのご協力をお願いします。

　・道路付近の竹や木の枝などは除雪の障害になりますので、所
有者の人はあらかじめ処分しておいてください。

　・除雪の妨げとなりますので、路上駐車はしないでください。
　・消防水利（消火栓、防火水槽）の周辺や除雪機械の入れない狭

い道路については、地元の皆さんの共同作業により除雪して
ください。

家
屋
の
新
増
築
・
取
壊
し
の
届
出
に
つ
い
て

■お問い合わせ先　建　設　課　☎32-1111

■お問い合わせ先　
志賀町土地改良区事務所（堀松公民館内）　☎32-3851

■お問い合わせ先　

七尾児童相談所　　　☎0767-53-0811
子育て支援課　　　　☎32-9122
志賀町児童相談　　　☎090-8267-4693

志賀町要保護児童対策地域協議会だより

　子どもを大切に思っていても、時には「忙しいときに
限って・・・」とイライラすることやカッとすることも
ありますよね。そんな時、一呼吸おいて子どもの気持ち
を想像してみましょう。

子どもの気持ちを大切に

●「待ってほしい」

●「認めてほしい」

●「おこらないで」

●「たたかないで」

　子どもは保護者の都合に合わせてすぐに行動できませ
ん。子どもの気持ちをじっくり聞いて待ってあげること
が必要です。

　子どもは保護者に認めてほしいと思っています。ほめ
られるとうれしいし、自信ややる気となって、成長を促
します。

　子どもは上手にさとせばわかってくれます。何が悪
かったかきちんと話すようにしましょう。

　子どもは真剣に話せば伝わります。体罰に頼ったしつ
けは絶対にやめましょう。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
に
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っ
て
い
る
建
物
に
課
税
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れ
ま
す
。
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取
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き
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て
、
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屋
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。
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出
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さ
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。
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。
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☎ 

32-

９
１
４
１ 

　

℻ 

32-

０
２
８
８

除雪作業にご協力ください

「水土里ネットしか」からお知らせです！

　志賀町土地改良区　区域内農地の移動について売買・経営移譲・
利用権設定などで農地の移動がありましたら、移動届けを提出し
てください。
＊道路などに潰れた場合や、他の理由で農地でなくなった場合は

転用決済金がかかる区域もありますのでお知らせ下さい。また、
移動届けを提出しない場合、賦課金は従来のまま賦課されます。
用紙は下記の場所に用意してあります。

　除雪作業は積雪状況に応じて行います。地区に
よっては除雪機械の運行経路により、作業が遅れ
ることもありますのでご了承ください。



広報しか 17

チャレンジ防災○×クイズ集
～全問正解して志賀町防災博士になろう～

みなさんは何問正解できますか？　○か×で答えてみてください。

答えは 20 ページ下に出ています。正しい知識で、日頃から安全対策を心掛けましょう。

番号 種別 レベル 問　　　題 解答欄

① 地震 低 地震が起きたとき、一番先にすることは携帯電話を携帯することである。

② 地震 低 授業中や仕事中に地震が起こったら、揺れている間は運動場や広場に出るとよい。

③ 地震 中 町の中で突然地震が起きたとき、建物の中にいるときは、とにかく外に出る。

④ 地震 中 エレベーターに乗っているとき、地震が発生した場合、正しい行動は 1 階のボタンを押す。

⑤ 地震 高 スーパーマーケットで大地震が起きたとき、揺れてる間は買い物かごを頭にかぶってうずくまるとよい。

⑥ 地震 中 大きな地震が起き、閉じ込められたとき必要なものは笛である。

⑦ 地震 中 地震発生直後の避難方法で、最も適切なものは、近所の人と声を掛け合って避難することである。

⑧ 地震 高 地震発生後、次の避難場所に移動するため一時的に地域住民が集まる場所は広域避難所である。

⑨ 地震 中 大震災による死者の約 8 割が窒息・圧死ですが、その原因は家屋の倒壊、家具の転倒によるものである。

⑩ 火事 中 火事が起こったら、最初にするべきことは、大声で「火事だ！」と叫ぶことである。

10 問　全問正解　　志賀町防災博士に任命する。　５ 問 以 上 正 解　　防災委員長に任命する。

４ 問 以 下 　 　　　自分の身を守るため、もっとがんばりましょう

物件
番号 品     名 最低売却

価格 最高価格 物件
番号 品     名 最低売却

価格 最高価格 物件
番号 品     名 最低売却

価格 最高価格

1-1 ガス回転釜 3,000 円 5,100 円 3-5 ステンレス作業台 8,000 円 12,000 円 6-6 ステンレス製台車 3,000 円 入札者なし

1-2 ガス回転釜 3,000 円 5,100 円 3-6 ステンレス作業台 5,000 円 10,500 円 6-7 ステンレス製台車 3,000 円 6,000 円

1-3 ガス回転釜 3,000 円 4,000 円 3-7 ステンレス作業台 8,000 円 15,500 円 7 高速度ミキサー 1,000 円 3,000 円

1-4 ガス回転釜 3,000 円 5,100 円 3-8 ステンレス作業台 8,000 円 入札者なし 8 自動揚物機 1,000 円 入札者なし

1-5 ガス回転釜 3,000 円 5,100 円 3-9 ステンレス作業台 5,000 円 8,000 円 9-1 ステンレス製ラック棚 8,000 円 16,000 円

2-1 ステンレス流し台 8,000 円 入札者なし 3-10 ステンレス作業台 8,000 円 15,500 円 9-2 ステンレス製戸棚 10,000 円 入札者なし

2-2 ステンレス流し台 8,000 円 入札者なし 3-11 ステンレス作業台 5,000 円 入札者なし 9-3 ステンレス製戸棚 10,000 円 入札者なし

2-3 ステンレス流し台 8,000 円 10,100 円 4-1 コンテナー 10,000 円 15,151 円 9-4 ステンレス製戸棚 10,000 円 入札者なし

2-4 ステンレス流し台 8,000 円 入札者なし 4-2 コンテナー 10,000 円 入札者なし 10-1 熱風食器消毒保管機 3,000 円 3,000 円

2-5 ステンレス流し台 5,000 円 入札者なし 4-3 コンテナー 10,000 円 11,200 円 10-2 熱風食器消毒保管機 3,000 円 3,000 円

2-6 ステンレス流し台 3,000 円 入札者なし 4-4 コンテナー 10,000 円 入札者なし 10-3 熱風食器消毒保管機 3,000 円 3,000 円

2-7 ステンレス流し台 8,000 円 入札者なし 5-1 ステンレス製トレイラック 3,000 円 入札者なし 11 高速冷却機 1,000 円 入札者なし

2-8 ステンレス流し台 8,000 円 入札者なし 5-2 ステンレス製トレイラック 3,000 円 入札者なし 12 オーブン 1,000 円 5,000 円

2-9 ステンレス流し台 3,000 円 入札者なし 5-3 ステンレス製トレイラック 3,000 円 入札者なし 13 球根皮剥機 3,000 円 入札者なし

2-10 ステンレス流し台 8,000 円 9,000 円 5-4 ステンレス製トレイラック 3,000 円 入札者なし 14 消毒保管機 8,000 円 入札者なし

2-11 ステンレス流し台 5,000 円 5,216 円 5-5 ステンレス製トレイラック 3,000 円 入札者なし 15 食用油濾過機 1,000 円 11,000 円

2-12 ステンレス流し台 5,000 円 6,100 円 6-1 ステンレス製台車 3,000 円 6,000 円 16 合成調理機 1,000 円 入札者なし

3-1 ステンレス作業台 8,000 円 15,500 円 6-2 ステンレス製台車 3,000 円 6,000 円 17-1 ローラーコンベア 1,000 円 入札者なし

3-2 ステンレス作業台 8,000 円 入札者なし 6-3 ステンレス製台車 3,000 円 入札者なし 17-2 ローラーコンベア 1,000 円 入札者なし

3-3 ステンレス作業台 8,000 円 入札者なし 6-4 ステンレス製台車 3,000 円 6,000 円 18 殺菌庫 3,000 円 4,010 円

3-4 ステンレス作業台 8,000 円 15,500 円 6-5 ステンレス製台車 3,000 円 入札者なし 問企画財政課監理室　☎ 32-9230

　10月11日から10月24日まで行った物品売払いに伴う一般競争入札の結果は次のとおりです。

　たくさんの入札ありがとうございました。入札結果
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花のミュージアムフローリィ

　「花のミュージアム　フローリィ」
は12月１日㈬から３月19日㈪まで
冬季休館いたします。
　2012年のオープンは３月20日㈷
です。
　来年も町民の皆さんに楽しんでも
らえるフローリィを目指し、スタッ
フ一同でイベント・教室などを開催
していきます。春になったら、フロー
リィへ遊びに来てください。
問花のミュージアム　フローリィ　
　　　　　　　　　　☎32-8787

てんと市

◆日　時　 12月13日㈫　　　　　
　　　　　  ８時30分～ 11時30分
◆場　所　   道の駅「旬菜館」前
※みなさんのお越しをお待ちしています。

問農林水産課　☎32-9221

東日本大震災チャリティー
民謡民舞の祭典

◆日　時　12月10日㈯　11時開演
◆場　所　富来活性化センター大ホール
◆入場料　無料
◆特別出演　民舞晴苗会（金沢市）

◆賛助出演　竹心会、二代目杉山貞悦

冨士子の会、和田よい子の節保存会、

富来健康クラブ

◆主　催　富来民謡保存会

志賀町社会福祉協議会から
寄付のお知らせ

◆上野の加藤櫻丸様から、亡次男
忠雄様の一周忌にて社会福祉向
上に　50,000円

◆志賀町女性団体協議会様から、
文化祭のバザーの売上の一部を

　社会福祉向上に10,000円

日本赤十字社石川県支部にご加入
いただきました
◆市下敏孝様（西海風無）特別社員

善意の花

募　集

催し物

古着のリフォ－ム教室

「ワンタッチ口の小物入れ」

◆内　容　古着を使って小物を作
り、ごみを出さない工夫と布の有効
利用を図る。
◆日　時　12月10日㈯　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　15人
◆参加費　700円
◆持ち物　古着の布１枚、裁縫道具
◆講　師　原田洋子氏
◆申込期間　12月５日㈪～９日㈮
◆申込先　クリンクルはくい
問☎27-1153　℻27-1154

エコクッキング教室

◆内　容　料理をとおして、ごみを
出さない工夫や出たごみの分別の仕
方を学ぶ。
◆日　時　12月18日㈰　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　15人

◆参加費　1,000円
◆持ち物　エプロン、三角巾、箸
◆講　師　室谷加代子氏
◆申込期間　12月５日㈪～ 16日㈮
◆申込先　クリンクルはくい　　
問☎27-1153　℻27-1154

災害ボランティア
コーディネーター養成研修会

　災害が発生した場合、ボランティ
アによる支援活動が機動的かつ効果
的に行われるよう調整を行う「災害
ボランティアコーディネーター」を
養成するため、研修会を開催します。
◆開催日　
　①平成24年１月８日㈰～９日㈪
　②平成24年２月18日㈯～ 19日㈰
◆場　所　石川県消防学校
◆定　員　各回50人
◆締　切　12月21日㈬
問石川県県民交流課自主活動推進グループ
☎076-225-1365　℻076-225-1363

地域福祉計画策定委員会の傍聴

　志賀町では、公的サービスと住民
の福祉活動の連携をめざし地域福祉
計画を策定します。
　計画の策定にあたっては、町長が
委嘱した委員により各事項を協議す
ることとしています。
　　地域福祉に関心のある人で志賀
町に住所を有する人は、この委員会
を傍聴しませんか。
　傍聴を希望される人は、住所、氏
名年齢を記載した書面でお申し込み
ください。
　なお会議の傍聴は、会場の都合に
より先着５人までとなります。
問健康福祉課　☎32-9131

石川県最低賃金は、全産業、全労働者に適用されます。使用者は、これよ

り低い賃金で労働者を使用することはできません。

石川県最低賃金が改定されました

６８７ 円時間額 [ 改正発効日 ]
平成 23 年 10 月 20 日

必ずチェック最低賃金！　使用者も　労働者も

詳しくは、石川労働局（☎ 076-265-4425）、または最寄りの労働基準監
督署にお問い合わせください。
石川労働局のホームページ
　http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/
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納税のお知らせ

Town Infomation

inform
ation

　park

情報パーク
今月の窓口延長業務

住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明な
どの発行業務
　12月３日㈯・10日㈯
　　　17日㈯・24日㈯
　　　　　　　９時～ 12時30分
(注意)窓口延長業務は本庁舎の住
民課窓口での取り扱いとなります。
諸証明発行業務で一部取り扱いで
きない業務もあります。事前に電
話などで確認の上、窓口にお越し
ください。
問住民課　☎32-9121

・固定資産税第３期
・国民健康保険税第６期
・後期高齢者保険料第９期
・介護保険料第６期

納期限は12月26日（月）です。

無料法律相談

◆日　時　12月19日㈪
　　　　　９時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　相談室
◆相談弁護士　國田武二郎弁護士
　　　 （堀松出身・名古屋市在住）
◆相談時間　１人30分（要予約）
◆募集定員　９人（予定）初めての
人を優先します
※定員になり次第締切りとします。
※申込用紙は本庁舎住民課と富来
支所総合窓口にあります。
問住民課　☎32-9121

聴覚障害者の皆さんへ

手話通訳者の設置日のお知らせ

　みなさんのご相談、行政手続き

などに対応しますので、どうぞお

気軽に利用してください。
　設置日時は次のとおりです。
◆健康福祉課窓口
※12月１日㈭・６日㈫・８日㈭
             13日㈫・20日㈫・27日㈫
　　　　　　10時～正午
※12月15日㈭・２２日㈭   14時～ 16時
◆富来支所総合窓口
※12月７日㈬・21日㈬　14時～ 16時
問健康福祉課　☎32-9131

七尾法律相談センター

◆日　時　12月１日㈭・８日㈭
　　　15日㈭　13時30分～ 16時
◆場　所　七尾駅前パトリア
　　　　　５階「フォーラム七尾」
◆相談料　30分以内　5,000円
※ただし、次のいずれかの場合は
相談無料です。

・クレサラ相談
・負担が困難な人で法律援助資力
基準に該当する人
※相談希望者は相談日前日の17時ま
でに金沢弁護士会（☎076-221-0242）
へ電話予約してください（先着５人）

総合相談（無料）

　総合相談所を町内２カ所で開設
します。どちらの地域でも相談で

きます。お気軽にお越しください。
※秘密は厳守します。
◆相談員　行政相談委員、人権擁
護委員、民生・児童委員、司法書士、
法務局の方々が相談に応じます。
＜志賀地域＞
◆と　き　12月９日㈮　10時～ 15時
◆ところ　志賀町文化ホール２階
問志賀町社会福祉協議会志賀支所
☎32-1363
＜富来地域＞
◆と　き　12月９日㈮　10時～ 15時
◆ところ　富来行政センター２階
　　　　　201会議室
問志賀町社会福祉協議会　☎42-2545

ひとり親家庭相談

自立支援員が相談に応じています。
くらしのこと、子どものこと、貸付
金のこと、就職のことなど、どんな
ことでもお気軽に相談ください。
◆日　時　12月22日㈭
　　　　　10時～ 15時
　※毎月第４木曜日
◆場　所　役場本庁舎　相談室
問子育て支援課　☎32-9122

障害者福祉総合相談

◆日　時　12月13日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　11会議室
問健康福祉課　☎32-9131

ハローワーク相談

◆日　時　12月21日㈬14時～ 15時30分
◆場　所　富来活性化センター
問商工観光課　☎32-9341

相　談

お知らせ

文化ホールからのお知らせ

　仮設図書館開設中、文化ホール
２階ホワイエにて学習ラウンジを
設けていますので、利用してくだ
さい。（12月１日～３月中旬まで）
問文化ホール　☎32-2111
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「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
富
来
地
頭
町
地
区
）
」
の

事
後
評
価
原
案
を
公
表
し
ま
す

　

志
賀
町
（
富
来
地
頭
町
地
区
）
で
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
平
成
23
度
ま
で
の
５
カ
年
の

間
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、「
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
」
を
推
進
し
、
道
路
拡
幅

整
備
、
歩
道
整
備
、
道
路
や
橋
の
修
景
、
公

園
整
備
、案
内
看
板
の
設
置
、ま
ち
な
か
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
の
活
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
事
業
最
終
年
度
を
む
か
え
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
の
効
果
を
確
認
し
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
策
を
検
討
す
る
「
事
後
評

価
」
の
原
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

※
事
後
評
価
原
案
の
詳
細
は
、
志
賀
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
建
設
課
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「

富
来
地
頭
町
地
区
」

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
の
創
造
を
目
標
に
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
の
魅
力
向

上
と
安
心
・
安
全
・
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

と
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し

ま
す
。

まちなか回遊軸整備

「富来地頭町」案内看板の設置

「浜の橋」公園の整備道路の拡幅整備

歩道に飾った中学生の作品 「浜の橋」の修景整備

まちなかギャラリー

評
価
原
案
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

　

こ
の
評
価
原
案
は
皆
さ
ん
の
意
見
を
加
え

て
、
こ
の
あ
と
開
催
さ
れ
る
「
志
賀
町
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
評
価
委
員
会
」
を
経
て
事
後

評
価
結
果
（
最
終
）
を
、
来
年
３
月
に
公
表

す
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
は
、「
志

賀
町
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
評
価
委
員
会
」
に

提
出
し
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
個
別
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

意
見
な
ど
の
取
扱
い

【
意
見
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

建
設
課　

都
市
計
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
32-

９
２
１
１

① × 丈夫な机やテーブルの下に入り、脚をつかんで揺れがおさまるまでじっとしていましょう。
② × 机の下などに入り、揺れがおさまるのを待ちましょう。
③ × 街路樹の陰やベンチの下、丈夫そうな建物の中に入りましょう。
④ × すべての階のボタンを押して、最初に停まった階で降りましょう。
⑤ ○ スーパーなどの買い物かごは、意外に強度があります。
⑥ ○ 脱出できない場合、所在を知らせるため最も重要になります。
⑦ ○ 単独行動は危険を伴うことがあります。
⑧ × 一時避難所です。志賀町では、近くの小学校や公民館、集会所などです。
⑨ ○ 大地震に備えるため自宅の耐震補強をしましょう。また、室内のタンスが倒れたり、ガラ

スが飛び散ったりしないよう備えましょう。
⑩ ○ 大声で「火事だ！」と叫び、周りの人に知らせましょう。

防
災
○
×
ク
イ
ズ
答
え

公
表
期
間
：
12
月
１
日
～
12
月
14
日

公
表
内
容
：
①
事
業
の
実
施
状
況
（
事
業
内
容
）

　
　
　
　
　

②
計
画
段
階
で
設
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　
　
　
　
　

③
上
記
の
目
標
の
達
成
状
況

　
　
　
　
　

④
事
業
の
進
め
方
に
関
す
る
評
価

　
　
　
　
　

⑤
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
策
の
検
討
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「世界エイズデー」と HIV 検査
　12 月１日は「世界エイズデー」として、エイズに関する正し
い知識の普及、エイズ患者および HIV 感染者への『差別や偏見』
が解消することを目指した活動を行っています。
　エイズは、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）に感染して起こる病
気で、平成 22 年の 1 年間に新たに HIV 感染が分かった人とエイ
ズを発症した人は、1,544 件で年々増加しています。何より早期
発見が大切ですので、感染に不安のある人は検査を受けましょう。
HIV 検査は匿名、無料です。前週金曜日までに予約してください。

能登中部保健福祉センター
0767-53-2482

羽咋地域センター
0767-22-1170

・迅速検査
（約１時間で結果をお伝えできます。）

第１月曜日（１月は第３月曜日）
９時～ 11 時 30 分

・通常検査
（約 10 日後に結果をお伝えできます。）

第２月曜日　９時～ 19 時
第３～５月曜日　９時～ 11 時 30 分

・通常検査
（約 10 日後に結果をお伝えできます。）

第２月曜日　９時～ 19 時
第４月曜日　９時～ 11 時 30 分

林業の仕事をしていたことが
ありませんか？

　林業退職金共済制度（林退共）に加入してい
たが、退職金をまだ受け取っていない人を探し
ています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が加
入していたか分からない人についてもお調べし
ます。
　また、罹災された共済契約者および被共済者
の皆さんに対し、各種手続（共済手帳の紛失、
退職金の請求など）の必要が生じた場合は対応
しますので、最寄の支部または本部へお問い合
わせ、ご相談ください。

【お問い合わせ先】
独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部
☎ 03-5400-4334　℻ 03-3432-5868
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

戦後強制抑留者の皆さまへ
シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を支給しています。

・対象者は、旧ソ連邦またはモンゴル国の地域における戦後強制抑留者で、平成 22 年６月 16 日に日本国籍
　を有するご存命の人です。

・請求受付期間は、平成 24 年３月 31 日です。
　（請求期間内に特別給付金の支給の請求をしなかった場合には、支給されません）

・請求書をお持ちでない人は、当基金から請求書類を贈りますので、当基金に電話してください。
※既に特別給付金を支給された人は、再度の請求はできません。

【連絡・お問い合わせ先】
独立行政法人平和祈念事業特別基金事業部特別給付金認定担当
☎ 0570-059-204（ナビダイヤル）　（IP 電話、PHS からは 03-5860-2748）
受付時間　平日 9 時～ 18 時（土、日、祝日は利用できません）

公立羽咋病院　耐震増改築工事のお知らせ
　公立羽咋病院では、11月中旬から平成25年12月にかけて耐震増改築工事を行います。皆さんには何かと不便を
掛けますが、次の点に協力してください。
①工事車両などには十分に注意してください。
②来院される人は、これまでと同様に病院正面の駐車場を利用してください。
③救急処置室と外科の仮設場所は、現管理棟１階の東側になります。

工程 工　事　期　間 工　事　概　要　

１ 平成 23 年 11 月～ 24 年８月

・仮設工事（外科、救急処置室（既設を撤去））
・増築工事（１階～救急処置室、形成外科、
皮膚科および泌尿器科外来、災害倉庫、２階
～病棟、手術室、３階・４階～病棟）

・改修工事（既存２、３、４階　ナースセンター
廻り）

２ 平成 24 年９月～ 24 年 10 月 改修工事（既存２、３、４階病棟など）
３ 平成 24 年 10 月～ 24 年 12 月 改修工事
４ 平成 25 年１月～ 25 年３月 撤去工事（管理棟閉鎖後）
５ 平成 25 年４月～ 25 年 10 月 増築工事（新管理棟）
６ 平成 25 年 10 月～ 25 年 12 月 外構工事（新管理棟付近）

来院者駐車図面

【お問い合わせ先】公立羽咋病院　総務課管理係　電話 22-1220
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Ｑ
：
ア
パ
ー
ト
の
３
階
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

先
日
、
出
勤
の
た
め
に
部
屋
を
出
て
、
階
段

を
降
り
よ
う
と
し
た
際
に
、
靴
の
か
か
と
が

階
段
に
引
っ
掛
か
り
転
げ
落
ち
て
、
怪
我
を

し
ま
し
た
。
通
勤
災
害
と
し
て
、
認
定
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
通
勤
災
害
と
は
、
労
働
者
の
通
勤
に
よ
る

負
傷
、
疾
病
、
障
害
ま
た
は
死
亡
を
い
い
ま

す
。
そ
し
て
、
通
勤
災
害
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、

労
災
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

労
働
者
が
、
会
社
（
す
な
わ
ち
就
業
場
所
）

に
出
勤
す
る
に
際
し
、
住
居
と
会
社
と
の
間

の
往
復
を
合
理
的
な
経
路
お
よ
び
方
法
（
特

段
の
理
由
も
な
く
遠
回
り
し
て
の
通
勤
は
合

理
的
な
経
路
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

子
供
を
監
護
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

保
育
所
や
親
戚
な
ど
に
あ
ず
け
る
た
め
に
と

る
経
路
は
、
就
業
の
た
め
に
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
経
路
と
し
て
、
合
理
的
な
経
路
に
あ
た

り
ま
す
）
に
よ
り
行
う
こ
と
は
、
通
勤
災
害

に
お
け
る
「
通
勤
」
に
あ
た
り
ま
す
。（
労

災
保
険
法
７
条
２
項
）。
住
居
が
ア
パ
ー
ト

で
あ
る
場
合
、
ア
パ
ー
ト
の
ド
ア
か
ら
外
へ

出
て
会
社
に
着
く
ま
で
と
、
会
社
か
ら
出
て
、

教育長ホットニュース
　

11
月
３
日
、
志
賀
町
文
化
祭
の
記
念
講
演
は

今
、
一
番
注
目
度
の
高
い
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
理
事
長
で
志
賀

町
出
身
の
本
田
一
男
氏
に
お
願
い
し
実
現
し
ま

し
た
。

　

講
演
の
後
、
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
、
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

リ
ー
グ
を
立
ち
上
げ
、
存
続
す
る
上
で
の
苦

労
な
ど
共
に
、
選
手
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も

触
れ
ら
れ
、
入
団
当
初
は
「
四
角
い
部
屋
を
丸

く
掃
く
」
タ
イ
プ
の
某
選
手
が
、
次
第
に
成
長

さ
れ
、
日
本
代
表
で
合
宿
生
活
や
海
外
遠
征
を

経
験
す
る
う
ち
に「
チ
ー
ム
の
た
め
に
・・
」、「
代

表
の
自
覚
を
持
っ
て
・
・
」
な
ど
の
言
動
を
す

る
よ
う
に
成
長
さ
れ
た
等
々
の
話
を
聞
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
ガ
ン
バ
レ
！

学
力
学
習

状
況
調
査
に
つ
い
て

　
志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
志
賀
町
で

は
９
月
30
日
を
中
心
に
実
施
し
、
そ
の
結
果

が
届
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
日
々
の
授
業
内
容
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
理
解
度
を
計
り
、
一
人
ひ
と

り
に
つ
い
て
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
る
よ

う
に
、評
価
の
方
法
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な「
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
教
科
を
担
当
す
る
先
生
の
側
に

と
っ
て
も
、
自
分
の
授
業
が
子
ど
も
た
ち
に

適
切
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
判
断

す
る
重
要
な
判
定
材
料
と
し
て
の
側
面
も
あ

り
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
内
容
を
分
析
し
、
学
校
と
し

て
、
ま
た
ク
ラ
ス
や
生
徒
個
々
に
つ
い
て
の

指
導
方
針
立
案
の
た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
の
今
年
度
の
教
育
方
針
と
し
て

「
自
主
」「
自
立
」「
共
生
」」
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
多
少
の
年
齢
幅
は
あ

る
も
の
の
社
会
人
と
し
て
自
立
し
た
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
、「
こ
の
子
に
は
今
、
保
護
者
と

し
て
、（
ま
た
は
教
師
と
し
て
）
何
を
躾し
つ

け
、

ど
う
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
か
」
を
考
え
、

繰
り
返
し
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
子
ど
も
の
勉
強
を
見
て
や
る
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
豊

か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
人
や
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
心
と
共
に
、
や
は
り
、
や
り
た
い
こ
と

を
や
る
た
め
の
基
礎
的
な
学
力
は
必
須
条
件
と

考
え
ま
す
。

　
「
学
校
の
勉
強
は
社
会
で
は
役
立
た
な
い
」

は
子
ど
も
た
ち
の
前
で
は
禁
句
で
す
。
要
は
活

用
の
仕
方
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

　

公
教
育
は
社
会
の
広
範
な
要
望
に
応
え
る
使

命
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
多
様
な
才
能
を
開
花
さ
せ
る
た
め
に
「
今
、

必
要
な
励
ま
し
、
声
掛
け
」
な
ど
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
志
学

◦
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　
國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

ア
パ
ー
ト
の
自
室
に
入
る
ま
で
の
間
は
、
住
居

と
会
社
と
の
間
の
合
理
的
な
経
路
に
よ
る
往
復

に
当
た
り
ま
す
か
ら
、
ア
パ
ー
ト
の
階
段
で
転

倒
し
て
怪
我
を
負
っ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て

通
勤
災
害
に
当
た
り
ま
す
。

　
　

会
社
の
昼
休
み
時
間
を
利
用
し
て
、
自
宅
に

帰
り
、
家
族
の
世
話
を
し
て
、
ま
た
、
会
社
に

戻
る
途
中
、
事
故
を
し
て
怪
我
を
負
っ
た
場
合

は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
の
通
達
は
「
通
勤
は
、
１
日
に
つ

い
て
１
回
の
み
し
か
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
は

な
い
の
で
、
昼
休
み
な
ど
就
業
の
時
間
の
間
に

相
当
の
間
隔
が
あ
っ
て
帰
宅
す
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
昼
休
み
に
つ
い
て
は
、
午
前
中
の
業
務

を
終
了
し
て
帰
り
、
午
後
の
業
務
に
就
く
た
め

に
出
勤
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の

往
復
行
為
は
就
業
と
の
関
連
性
を
認
め
ら
れ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
通
勤
災

害
に
当
た
り
ま
す
。
な
お
、
帰
宅
途
中
に
、
実

家
の
母
親
の
介
護
を
行
っ
て
か
ら
、
自
宅
に
帰

る
途
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
近
時
の
法
改
正

に
よ
り
、
母
親
が
、
要
介
護
状
態
で
あ
れ
ば
、

介
護
を
す
ま
せ
た
後
の
帰
宅
を
通
勤
と
見
な

し
、
途
中
の
事
故
は
、
原
則
と
し
て
通
勤
災
害

に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
勤
災
害
に
つ
い
て

な
で
し
こ
の
乙
女
た
ち



落
葉
踏
み
経
を
唱
え
る
地
蔵
堂　
　
　
　

裏
田　

弘
美

野
の
花
も
添
へ
て
投
入
れ
檀
の
実　
　
　

北
谷　

芳
子

奥
山
の
神
も
仏
も
露
し
と
ど　
　
　
　
　

坂
下　

草
風

ま
ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
舞
ひ
行
く
秋
の
蝶　

坂
下　

豊
子

天
高
く
伸
ぶ
る
神
杉
一
直
線　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

赤
ま
ん
ま
近
く
て
遠
き
母
の
里　
　
　
　

土
田　

清
枝

川
風
に
揺
れ
て
日
の
透
く
枯
尾
花　
　
　

土
田
ま
つ
い

神
留
守
の
杜
よ
り
流
る
朝
か
ぐ
ら　
　
　

鍋
岡
美
智
子

神
山
の
手
水
か
細
し
そ
ぞ
ろ
寒　
　
　
　

藤
田　

君
枝

雲
海
の
裂
れ
目
に
見
ゆ
る
能
登
の
秋　
　

淵
端　

三
之

婚
約
の
し
ら
せ
届
き
ぬ
菊
日
和　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

漉
く
紙
の
上
に
乗
せ
た
る
薄
紅
葉　
　
　

吉
田　

外
江

雨
傘
を
杖
に
晴
れ
間
の
散
歩
か
な　
　
　
　
　

浅　

子

節
電
で
着
ぶ
く
れ
姿
増
え
る
冬　
　
　
　
　
　

美
智
代

見
つ
め
ら
る
レ
ジ
場
の
会
釈
不
可
思
議
や

想
い
尋
ね
ば
娘
の
幼と

も友
よ　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

幼
な
児
の
写
真
届
き
て
な
が
め
見
る

愛
ら
し
き
姿さ
ま
り
ん凛

と
名
付
け
て　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

文

芸

教
室

－ Lifelong Learning －　生涯学習だより　－ Lifelong Learning －　生涯学習だより

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）

と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５

―０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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第
７
回
志
賀
町
文
化
祭
が
11
月
１
日
か

ら
３
日
に
か
け
て
、
文
化
ホ
ー
ル（
２
・
３

日
）、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
１
日
～

３
日
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展

示
に
つ
い
て
は
文
化
協
会
、
教
室
生
、
児

童
生
徒
、
一
般
の
人
た
ち
な
ど
に
よ
る
力

作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
両
会
場
と
も
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、活
気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文
化
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
で
、
文
化
の
日
記
念
式
典
、

記
念
講
演
会
、
御
供
田
幸
子
の
コ
ン
ト

シ
ョ
ー
、
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
記
念
講
演
会
で
は
、
志
賀
町
出

身
の
な
で
し
こ
リ
ー
グ
理
事
長　

本
田
一

男
氏
が
「
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
活
躍
」

と
題
し
講
演
を
行
い
、
最
近
話
題
の
「
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
お
話
に
会
場
は
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
文
化
協
会
に
よ
る
舞
台

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
よ

さ
こ
い
の
華
麗
な
踊
り
で
始
ま
り
、
琴
、

詩
吟
、
民
謡
、
大
正
琴
、
合
唱
、
踊
り
、

太
鼓
の
８
団
体
の
多
彩
な
舞
台
芸
能
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克

服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
11

月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
が
全

国
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
女
性
の
人
権
の
尊
重
の
た

め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
制
作
の

啓
発
番
組
を
放
映
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
放
送
内
容
）

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
根
絶
を
め
ざ
し
て

～
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
し
く
み
～
」

講演会の様子

茶会の様子

アトラクションの様子

　

ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
女
性
団
体
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
青
年
団

協
議
会
に
よ
る
豚
汁
販
売
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
賀
町
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
標
語
優
秀
作
品

　

志
賀
町
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
標
語
は
「
豊

か
な
心
を
育
む
町
民
会
議
で
小
学
５
・

６
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
募
集
し
、
11

月
27
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た「
志
賀
町

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
集
い
・
豊

か
な
心
を
育
む
志
賀
町
民
の
集
い
」
で

優
秀
作
品
の
み
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
優
秀
作
品
は
、
町
民
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
本
庁
舎
、

支
所
な
ど
で
年
間
を
通
し
て
掲
示
し
ま

す
。 あ

い
さ
つ
で　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
づ
く
り

　
　
　
　
　

加
茂
小
６
年　

中
家　

美
紅

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー　

笑
顔
の
町
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
歩

　
　
　
　
　

土
田
小
６
年　

青
山　

由
佳

忘
れ
な
い　

心
に
残
っ
た　

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

土
田
小
６
年　

佐
藤　

隼
人

笑
顔
の
輪　

僕
か
ら
み
ん
な
へ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
が
る
輪

　
　
　
　
　

志
賀
中
３
年　

坂
井
春
来
子

ポ
イ
捨
て
を　

し
な
い
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

許
さ
な
い

　
　
　
　
　

志
賀
中
３
年　

奥
野　

愛
花

あ
い
さ
つ
は　

言
わ
れ
る
前
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
分
か
ら

　
　
　
　
　

富
来
中
２
年　

蟹
屋
敷
彩
香

男
女
共
同
参
画
の
啓
発
活
動

第７回　文化祭が盛大に開催
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曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

7:00 しかチャンニュース しかチャンニュース しかチャンニュース

8:00 しかチャン運動部&文化部 青春全開　志賀高！・図書館だより 大きくなったら「加茂・高浜保育園」

9:00 青春全開　志賀高！・図書館だより 大きくなったら「加茂・高浜保育園」 青春全開　志賀高！・図書館だより

10:00 しかチャンニュース ぶらり志賀町の旅 平成23年度　文化の日

11:00 平成23年度　文化の日 しかチャン運動部&文化部 御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」

12:00 ぶらり志賀町の旅 平成23年度　文化の日 ぶらり志賀町の旅

13:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

13:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

14:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

15:00 御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」

御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」

御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」

16:00 しかチャンニュース しかチャンニュース しかチャンニュース

16:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

17:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

18:00 大きくなったら「加茂・高浜保育園」 大きくなったら「加茂・高浜保育園」 大きくなったら「加茂・高浜保育園」

19:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャン運動部&文化部 平成23年度　文化の日

20:00 御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」

御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」

御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 ぶらり志賀町の旅 平成23年度　文化の日 青春全開　志賀高！・図書館だより

22:00 青春全開　志賀高！・図書館だより ぶらり志賀町の旅 配偶者からの暴力の根絶をめざして
～配偶者暴力防止法のしくみ～

23:00 配偶者からの暴力の根絶をめざして
～配偶者暴力防止法のしくみ～

配偶者からの暴力の根絶をめざして
～配偶者暴力防止法のしくみ～ しかチャン運動部&文化部

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
しかチャンニュース

24:30 しかチャンニュース しかチャンニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド12月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　番組表は、地上デジタル放送の EPG でもご覧いただけます。

アナログ　　５ch

デジタル　　９ch

ＳＴＢ　０３８ch

■　「大きくなったら」
　金沢ケーブルテレビ制作の大人気番組「大きくなったら」
をしかチャンで再放送します。
　毎月２園ずつ放送していきますのでお楽しみに。
　今後の放送予定は次のとおりです。

■　　「御供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコント
「悪徳商法にだまされないで」」

　11月３日の文化の日に志賀町文化ホールで行われた御
供田幸子 笑いと癒しの婆ちゃんコントを放送します。
　近年急増している悪徳商法を題材に、御供田幸子流の笑
いで会場は爆笑の渦に包まれました。
■「しかチャン運動部 & 文化部」
　町内のスポーツ教室やグループ教室に、体験レポーター
２人がお邪魔し、各教室を紹介していく新企画の番組です。
　「生涯学習」生涯にわたり学ぶ。新たな自分の発見や成
長を見出し、人と人とのつながりを持つことで、人生を楽
しく過ごしましょう。

放送月 保育園 放送予定時間

１月 土田保育園 月～金　18 時

土日　８時、18 時
　なお、あくまでも予定ですので、
1 月以降の放送分については変更
する場合があります。
　詳しくは、放送月の広報しか番
組ガイドを確認してください。

とぎ保育園

２月 ますほ保育園
下甘田保育園

３月 中甘田保育園
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内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく
子育て相談

12月１日（木）

乳 幼 児 の お
子 さ ん と お
母 さ ん ど な

たでも

15:00 ～
15:30

志
12月15日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

ゆう遊クラブ
12月13日（火） 10:00 ～

11:3012月20日（火） 富

実施会場

志：志賀町保健福祉センター　富：富来保健福祉センター

と：とぎ地域福祉センターお問い合わせ先　志賀町保健福祉センター　☎ 32-0339

健康カレンダー　掲示板

予　防　接　種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 12月１日（木） 4カ月健診受診時～

生後6カ月未満 志

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 12月１日（木）平成23年８月生まれ
志

３歳児健診 12月15日（木） 平成20年６月～
平成20年７月生まれ

健　康　相　談
内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 12月16日（金） 13:00 ～ 14:00

【対象者】どなたでも
※こころの健康相談は、１週間前までに予約
　が必要です。

すくすく子育て

介　護　予　防
内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

12月８日（木） 10:00 ～
11:00

やすらぎ荘
12月22日（木）

健幸教室

12月9日（金） 13:30 ～
15:00

志 賀 町 デ イ サ ー
ビ ス セ ン タ ー　12月16日（金）

12月６日（火）
10:00 ～

11:00
シルバーハウス12月13日（火）

12月20日（火）

※鶴亀おたっしゃ教室・健幸教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

【対象者】65 歳以上の人

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。
※ゆう遊クラブ：13 日は「ファーストサイン」 、20 日は「クッキング」 
　をします。

子宮がん個別検診
　期間：各協力医療機関の年末休み前日まで。
　11月までに申し込みをして受診票を持っている人は忘れずに受診　
　してください。

健　康　教　育
内　容 実施日 時　間 場所

ヘルス
アップ
教　室

トレーニン
グジム体験 12月2日（木）13:30 ～ 15:00 フレア

室内運動 12月16日（金）13:30 ～ 15:00
志栄養教室

（脂質異常）12月7日（水）10:00 ～ 11:30

※ヘルスアップ教室 40 ～ 64 歳の人で、特定保健指導などで「要指導」（生
活習慣病予備軍）と判定された人を対象に、生活習慣病予防教室を開
催します。（９～３月）参加希望の人は保健福祉センターへお申込みく
ださい。（詳しい日程表をお送りします）

機　能　訓　練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く）

10:00 ～ 13:00
と

毎週金曜日
（祝日は除く） 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

　平成21年度に発生した新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ
１）は、今年度より通常の季節性インフルエンザとして対応
することとなっています。これに伴い、新型インフルエンザ

（Ａ／Ｈ１Ｎ１）ワクチン接種事業は終了したため、下記の高
齢者以外の人への費用助成はありません。

（対象者）
◦満65歳以上の人
◦満60 ～ 65歳未満の人で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機

能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有
する人（身体障害者手帳１級相当）

　不活化ポリオワクチンの導入は、早くても、2012（平成
24）年度末の予定です。不活化ポリオワクチンの導入まで、
ポリオワクチンの接種を待つことは、おすすめできません。
日本では、2000年にポリオの根絶を報告しましたが、世界
には今でも流行している地域があり、渡航者などを介して感
染はどこの国にも広がる可能性があります。現在のポリオワ
クチンを接種せずに様子をみる人が増えると、免疫をもたな
い人が増え、国内でポリオの流行が起こってしまう可能性が
あります。ポリオの予防には、ポリオワクチンの接種が必要
です。次回は2月に実施しますのでまだ接種されていない人
は接種しましょう。

●高齢者インフルエンザ予防接種について●ポリオワクチンの接種について
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休 館 日　５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪
　　　　　  12月28日㈪～１月４日㈬
開館時間　平日 ９時30分～ 18時・土日祝 ９時30分～ 17時
※志賀町立図書館は平日、土日祝、17時まで
お問い合わせ先
　志 賀 町 立 図 書 館 　☎32-1740
　（※志賀町立図書館へのIP電話は利用できません）

　志賀町立富来図書館　☎42-2777

休 館 日　12 月 18 日㈰・23 日㈮

　　　　　12 月 29 日㈭～１月３日㈫

開館時間　9 時～ 17 時 30 分

お問い合わせ先　　志賀町児童館　32-1724

志賀町立図書館からのお知らせ
　改修工事の期間中、文化ホール２階・学習ラウンジで仮設図書室を開いています。ご利用ください。

◆新着の本◆
○サウンド・オブ・サイレンス　　　　　五十嵐貴久
○ドルチェ　　　　　　　　　　　　　　誉田　哲也
○誰かが足りない　　　　　　　　　　　宮下　奈都
○悪道　西国謀反　　　　　　　　　　　森村　誠一
○ＲＤＧ　５　　　　　　　　　　　　　荻原　規子
○虚空の冠　上・下　　　　　　　　　　楡　　周平
○真田三代　上・下　　　　　　　　　　火坂　雅志
○水の柩　　　　　　　　　　　　　　　道尾　秀介
○人はお金をつかわずにはいられない

久間　十義・朝倉かすみ

『美しき作家　加能作次郎』
加能作次郎について紹介したビジュアルガイドが
完成しました。
ただいま、町立図書館カウンターで発売中です�

　Ｂ５版・181 頁／ 2,000 円（税込）

◆おすすめの本◆
○『Ｘｍａｓアドベント★ブック』　　　　本庄　ひさ子
　クリスマスにまつわる話や、お菓子のレシピ、オーナメント
　の作り方などを紹介した、この季節にぴったりの１冊です。

12 月の行事予定
４日㈰　正月飾り作り　(定員15人) １３：３０～
10日㈯　子どもクッキング
　　　　(りんごケーキ・材料費100円・定員20人) １３：３０～

14日㈬　親子リトミック遊び　(定員20組) １０：００～
22日㈭　ユニカールで遊ぼう １４：３０～
25日㈰　バトン・キッズ １３：３０～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

……　お 知 ら せ　……

★子どもクッキング（りんごケーキ）
　子どもクッキング教室では、12 月 10 日㈯、13 時 30 分より、町栄養士の西
さんの指導で「りんごケーキ」を作ります。友達と一緒にケーキを焼いたり、シュ
ガーパウダーや生クリームを使って、思い思いのデコレーションを楽しんだり
します。りんごの酸味がさわやかで、甘くておいしいお菓子作り。多くの子ど
もたちの参加をお待ちしています。

★親子リトミック遊び
　児童館では子育て支援活動の一環として、未就園児を対象とした親子リトミッ
ク遊びを、12 月 14 日㈬、10 時から、萩沢先生の指導で行います。今月はクリ
スマスにちなんだ曲を中心に、親子がピアノやＣＤに合わせ、踊ったり歌った
りして、楽しい時間を過ごします。お気軽にご参加ください。

期間：平成 23 年 11 月１日㈫～平成 24 年２月 29 日㈬

場所：志賀町文化ホール２階　学習ラウンジ　

時間：９時 30 分～ 17 時（月曜日は休館です）

貸出冊数：本   ５冊、雑誌   ２冊、DVD・CD   各１点

貸出期間：本は２週間、雑誌、DVD・CD は１週間

仮設図書室

★インターネット、携帯端末からの志賀町立図書館・
富来図書館の蔵書検索は、利用できます。

返却する際はブックポストも利用してください！
　文化ホール１階・ロビーに設置してあります。利用時
間は９時～ 22 時で、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオも返却可です。
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※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時
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【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け

出をし、希望者のみ掲載してい

ます。他市町村での届け出を予

定し、掲載を希望する場合は届

出書の余白に「広報掲載希望」

とお書きください。

10

総人口 23,154人

男 10,919人

女 12,235人

世帯数 8,087世帯

(平成23年10月末現在)

12

10

氏　

名

年　

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

82

81899399766785798474829979739393102938774949180

歳

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

直
　
海

高
浜
町

相
　
神

甘
　
田

酒
　
見

笹
　
波

富
来
地
頭
町

高
浜
町

高
浜
町

今
　
田

百
　
浦

梨
谷
小
山

西
海
風
無

仏
　
木

舘
　
開

福
浦
港

安
部
屋

広
　
地

稲
　
敷

高
浜
町

代
　
田

西
海
風
無

大
　
坂

代
　
田

24

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所
４

（日）
新谷医院（胃・循） 志賀町末吉畷 32-3311

志 雄 瑠 璃 光 薬 局 宝達志水町荻市
福田整形外科医院 羽咋市釜屋町 22-6311

11
（日）

岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921
ヒ ラ バ 薬 局 羽咋市川原町

松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479
18

（日）
志賀クリニック（内） 志賀町高浜町 32-5307

高 田 薬 局 羽咋市川原町
疋島クリニック（外・胃腸・内） 羽咋市旭町 22-1205

23
（金・祝）

向病院（外・内） 志賀町富来領家町 42-1151
カ ワ サ キ 薬 局 羽咋市旭町

羽咋診療所（内） 羽咋市柳橋町 22-5652
25

（日）
加藤病院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-1251

赤 川 薬 局 志賀町末吉千古
田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町 22-0026

29
(木）

ひよりクリニック（内・外） 志賀町富来地頭町 42-2300
シメノドラッグ高浜薬局 志賀町高浜町

いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町 22-7800
30

（金）
四蔵医院（内） 志賀町仏木 37-1030

富来あおぞら薬局 志賀町富来地頭町
岩脇医院 ( 耳鼻咽喉科） 羽咋市的場町 22-0131

31
(土）

池野整形外科耳鼻咽喉科医院 志賀町高浜町 32-0040
笠 原 健 招 堂 薬 局 志賀町富来領家町

とどろき医院（小児） 羽咋市鶴多町 22-7855
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◆職種、採用予定人員および受験資格

職　種（勤務地） 採用予定人員 受　験　資　格

薬　剤　師
（富来病院） １人 昭和42年４月２日以降に生まれた人（平成24年４月１日現在で44歳以下）で、薬剤

師の免許を有する人、または平成24年春季までに取得する見込みの人

理学療法士
または

作業療法士
または

言語聴覚士
（富来病院）

１人
昭和47年４月２日以降に生まれた人（平成24年４月1日現在で39歳以下）で、理学療
法士または作業療法士または言語聴覚士の免許を有する人、または平成24年春季ま
でに取得する見込みの人

臨床検査技師
（富来病院） １人 昭和47年４月２日以降に生まれた人（平成24年４月１日現在で39歳以下）で、臨床

検査技師の免許を有する人、または平成24年春季までに取得する見込みの人

看　護　師
（志賀クリニック

または富来病院）
１人 昭和42年４月２日以降に生まれた人（平成24年４月１日現在で44歳以下）で、看護

師の免許を有する人、または平成24年春季までに取得する見込みの人

◆試験期日および会場
　試験期日：平成24年１月21日（土）　　試験会場：志賀町役場
　（詳細については、申し込み締め切り後、受験者あてに通知します）
◆試験科目　　いずれの職種も作文試験および面接試験
◆必要な書類
　①  受験申込書（規定用紙）　②  身上調書（規定用紙）　③  最終学校の卒業証明書（または卒業見込証明書）
　④  写真１枚（縦４㎝×横３㎝）※身上調書に貼付　⑤  資格免許を有する職種は、資格免許の写しまたは取得見込み証明書
　※  書類①・②の交付は、志賀町役場総務課および富来支所、郵便およびホームページで取り扱いします。
　　　志賀町ホームページ：http://www.town.shika.lg.jp
◆書類の提出期間および提出方法
　①　提出期間：平成23年11月29日（火）から平成23年12月19日（月）まで
　②　提出期間内に志賀町役場総務課へ提出してください。
　③　郵送による提出の場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書」と朱書きし、簡易書留で郵送してください。
　　　（平成23年12月19日付の消印のあるものまで受理します）
◆その他　　詳細は、志賀町役場総務課　総務人事担当　☎32-9311　町内IP8-32-9311までお問い合わせください。

志賀町では、平成 24 年４月１日から勤務していただく職員の採用候補者試験を次のとおり実施します。

志賀町医療職員採用候補者試験のご案内

第
１
回

志
賀
町
祭

【参加資格】　志賀町に住所を有する人
【申込方法】　官製はがきに住所、氏名、年齢、曲名

　　　　　　を記入し、郵送してください。
【送　付　先】　志賀町末吉千古1番地１　志賀町祭実行委員会
【申込締切】　平成24年１月11日㈬　※消印有効

　　※定員は10人とし、申込多数の場合は抽選となります。
　　　抽選の結果、当選した人には連絡します。

【お問い合わせ先】
　　志賀町祭実行委員会（志賀町商工観光課内）
　　　　☎32-1111

平
成
24
年

２
月

11
日(

土
・
祝)

　
　

午
前
10
時
20
分
～

石
川
県
富
来
漁
港

志
賀
町
祭
実
行
委
員
会

　　　犬原　渚
なぎさ

　くん

　　　（富来領家町）　（父：和史　母：円　姉：祭）

　いつも元気な渚くん♥
　きかん坊で甘えん坊何にでも興味津々で食欲旺盛、
笑顔忘れず大きくなってね♥


